
本年度からスタートした未来人材育成事業のイベント実施報告と
第7回理科教育賞受賞校のインタビュー記事の紹介、
そして、日産財団初の理科教育書の発行のお知らせです
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第5回 渉外グループについて
渉外グループは、日産財団と同種の事業を展開する教育系財団や、同種の企業母体を持つ自動
車系財団と交流し、情報共有・相互活用を進めています。また、財団内部の役員・職員の意識改
革・能力向上のための学びの機会を作っています。
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『授業で語るこれからの理科教育』
著者 森本信也（横浜国立大学 名誉教授）

理科教育助成の17年に亘る貴重な知見を、横浜国立大学名誉教授の森本信也先生
がアカデミックな視点で体系的に整理・分析し、広く応用可能な理科教育書として
東洋館出版社から発行することになりました。
本書では、理科教育助成を受けられた多くの学校・団体の研究内容の紹介の他に、
助成校の先生をインタビューし、研究テーマに取り組んだ動機や授業を実践するた
めに必要とされる視点などについて、詳しく掲載されています。乞うご期待！

2020年夏 理科教育助成の研究成果が本になります！

「理科教育賞」受賞校の先生に聞く（第11回）
福島県いわき市立小名浜第一小学校

『科学的な思考力・判断力を高める理科学習指導の工夫』
いわき市立小名浜第一小学校は、理科の授業の随所に工夫を
凝らし、子どもたちに理科の授業を「自分事」と感じさせるこ
とに挑み続け、2019年度「第7回理科敎育賞」を受賞しました。
今回の取材では、同校の坂本貴洋校長先生と青木祐造先生か
ら「ズレを生み出す」「思考の流れを見える化する」「方法別
に実験グループを組む」などの、どの学校でも取り組めるよう
な工夫の実践例を紹介していただきました。

インタビューは、日産財団ホームページからご覧いただけます。

財団歴11年、担当業務は研究助成から始まり、
総務庶務、現在は業務フロー作り等です。

***他者紹介***
・防災計画はおまかせ！
・業務フロー＆防災コーディネーター
・整理整頓のスペシャリスト
・進んでお掃除きれい好き！

日産財団がより多くの公益的価
値を生み出すために、内部能力
向上と外部連携を進めます。

第一回 未来のリーダー教室を開催
12月25日、幼稚園から小中高校までの教員・教育委員会の方20名にお集まりいただき
「未来のリーダー教室」を開催しました。校種の異なる先生同士がグループワークや
ディスカッションを通して、未来のビジョンやそこで求めらるリーダーシップの形に
ついて創造的に考え積極的に意見を交換されていました。また、主催者としても日頃
から教育の最前線に立たれている皆さまの生の声に触れることができ、未来を担う
子どもたちの能力開発を支援する活動をつづける上で、大変学びの多い一日となりま
した。お忙しい中お集り頂いた皆さまへこの場を借りて心より御礼申し上げます。

当日の様子・・・

お互いのグループの作品を鑑賞し、最後に自分の
仕事や組織にどう活かすか振返りを行いました。

未来を担う子どものリーダーシップがどうあるべきか
参加者どうし、熱い議論が交わされていました。

★第二回 未来のリーダー教室も開催予定
次回は、高校(中学)生を対象としリーダーシップを創造的に学ぶ1DAYワーク
ショップを開催します。高校生向けの設計ですが、中学生も参加可能です。
パンフレットの送付希望や講座詳細についてはお気軽にお問合わせ下さい。
◆日時：未定 ※3月28日を予定しておりましたが、新型コロナウィルス感染症の拡大防止
のため日程を変更いたしました。収束状況を見て改めてご案内させて頂きます。
◆会場：東京都内もしくは横浜市内 ◆参加費：無料 ◆定員：30名
◆内容：上記を高校生向けにアレンジします
申込み・問い合わせ先：日産財団 未来人材開発グループ（大谷・石坂）
電話：045-620-9780 Email: grlp@nissan-zaidan.or.jp

アンケート結果は5点満点中 4.9点の高評価！

9:30 日産財団の活動紹介からスタート

午前中は、アイスブレークも兼ねた

「いけばなワークショップ/IKERU」

日産総合研究所のプレゼンテーション

未来社会の論点整理とビジョンの創出

リーダーシップ論の講義とディスカッション

Future of Educationの調査結果を紹介

懇親会♪

会場内のキッチンで手作りパーティ
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